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登録リスト（該当：23件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 女子家庭科教育者　宮原小治郎氏との関係]	女子家庭科教育者　宮原小治郎氏との関係	鈴木志津衛で検索するとヒットするこの文献
宮原小治郎さんに縁のある人物として紹介されています。
台湾から鈴木江南の著作物を持ち帰ってくださった方が
実は鈴木志津衛の次女である愛子さんのお孫さんです。
つまり彼女と私ははとこ同志。
関東在住で、台湾通。志津衛の長女はるさんとその息子さんたち(長男は、望月在住の教師でエスぺランティスとの故山本辰太郎さん）と交流があったようです。
宮原さんも家庭科教育に関する出版のお仕事をされていたそうです。
彼女とは、旅先の台湾で一度会うことができました。
とても不思議で素敵なご縁です。	2022-12-09
	2	[image: オリガミザイク]	オリガミザイク	こちらは１２番目のオリガミザイク
大正５年１月１８日印刷、２０日発行
当初粘度、針金、木が予定されていたようですが、どうやら変更になったようです。
これで、データとして保有しているものはすべてです。
実物保管のものでデータ化できたらまたこちらに掲載しようと思います。
このシリーズの他にも、今でいう少年倶楽部のような雑誌にいくつか寄稿しています。国会図書館で閲覧、コピーも可能です。	2022-02-28
	3	[image: キリヌキ細工]	キリヌキ細工	こちらは１１番目のキリヌキ細工
大正４年１１月１７日印刷、３０日発行
巻頭の言葉に、モンガタキリガミ雪・月・花と図解キリヌキ１２か月の中から、高尚なものを選んで再編集したと書かれています。だんだん難易度が上がっていき、家紋のような模様もたくさんあります。電柱にとまったつばめ模様などは、なかなか斬新なデザインです。	2022-02-28
	4	[image: サイクモノ]	サイクモノ	こちらは１０番目のサイクモノ
大正４年１１月１２日印刷、１５日発行
こちらは古書の現物を入手したもので、モノクロカラーの違いが実感できます。バックに網目模様、鮮やかなオレンジとブルーの色使いは少し斬新です。
こちらはアツガミザイクや竹細工、ハリ付け細工などの応用編で、玩具としても実用品としても使えるものをたくさんあげていて、他の冊子との連動などを意識してのつくりとなっています。	2022-02-28
	5	[image: ハリツケザイク]	ハリツケザイク	こちらは９番目のハリツケザイク
大正４年１０月５日印刷、８日発行で１１月にも再版されています。
こちらも角源泉氏の寄贈、写真がありますので、もしかしたら保管されているもの全部なのかもしれません。こちらも発行後１か月以内に寄贈されています。	2022-02-28
	6	[image: 竹細工と麦わら]	竹細工と麦わら	こちらは８冊目の竹細工と麦わら
大正４年９月５日印刷、８日発行です。
角源泉（すみげんせん）という方が寄贈したようで、その方と思われる顔写真がページの冒頭に挟まれています。wikiで調べてみると、和歌山出身（印鑑も紀州国となっています。）も日本の政治家で、のちに新宮市の市長も務められていた方でした。大正４年当時台湾総督府に赴任されていたようです。発行後１か月もしないうちに寄贈されているようですが、日本と台湾との物流網についても、ちょっと驚きます。台湾の図書館に保管されているものすべてを寄贈されたのか、これだけなのかはわかりませんが、同じ作者のものとして分類保管されています。整理番号を表紙に書き込むなど、ちょっと粗い管理にも、こうして大事に保管してくださっているので文句は言いますま	2022-02-28
	7	[image: 縫い取りと紐結び]	縫い取りと紐結び	こちらは７番目の縫い取りと紐結び
大正４年８月１８日印刷２２日発行、１０月に再版されています。
表紙が欠落しているのか、上製本の表紙が付けられています。実物は薄い冊子なので、この背表紙がどうついているのか？と思うのですが、実物は２か所を糸で綴じたものだったので、扱いによってはすぐにばらけてしまうかもしれません。この号は、裁縫をする女子向けに作ったと明言されています。水引などに使われるアワジ結びや蝶結びなどと、縫い取りとは刺繍の図案でしょうか？冒頭にも少し縫い方の説明もあります。花粉のように細かい縫い目でという記述にちょっと驚きます。幾何学的な模様やきのこなどのカワイイパターンなどが交互に掲載されています。	2022-02-28
	8	[image: モンガタキリヌキ　雪の巻]	モンガタキリヌキ　雪の巻	こちらはシリーズとしては５番目にあたるものですが、
間のモンガタキリヌキ　月の巻とカミオリモノのデータが
ありません。
大正４年７月７日印刷１０日に発行されていて、１０月に再版されています。
カミヲリモノは、初めて複製してくださったものがありますので、内容はわかります。
雪月花と揃うといいのですが、月の巻はデータも実物も入手できていません。この次のアツガミザイクも同様です。	2022-02-28
	9	[image: チエノイロイタ]	チエノイロイタ	こちらは２つ目のチエノイロイタ
先の花の巻と同時の大正４年２月２５日印刷、２８日発行
となっています。
今でいう、パズルやブロックのような、何パターンかの形の板を使って、形を作っていくものです。
松本でみたフレーベルの教材と似たところがあります。
細かいい説明などは、あまりなく、イロイタでできるいろいろな形が掲載されています。	2022-02-28
	10	[image: 最初に手にできたカミオリモノ]	最初に手にできたカミオリモノ	鈴木志津衛＝江南と確信が持てた頃、以前からネットで知ったカミオリモノの関係者？の方を訪ねた。
岡村康裕さんは、兵庫県伊丹市在住のオリガミやキリガミを極めている方。ご近所の蔵からでてきたカミオリモノの古書を残したいと忠実に復刻されたのだとか。評判を呼んで、国会図書館にも収蔵されています。
なにかわかるかもと折り紙教室にまで押しかけて事情を説明したところ、たまたまみつけただけで、著作権はなさそうなので復刻させてもらったと教えていただきました。残っていた貴重な１冊をお譲りいただくことができました。復刻判でしたが、初めて色のついた冊子を手にできた時は感激でした。このようなご縁のある方が隣の市に住んでいらっしゃるのも何かの縁かなと感じました。	2022-02-25
	11	[image: 京城日報での１３回忌の記事]	京城日報での１３回忌の記事	こちらは昭和５年１２月５日の京城日報です。11/12の冒頭に、志津衛１３回忌の法要が行われた記事が掲載されています。出火当時の様子や、その人柄、その後の家族の様子まで詳しく書かれています。外地であるはずの京城でも日本と同じように新聞が発刊されていること、当時の事件や広告記事など、現在とあまり変わりがないことに驚きます。
祖父俊三が京城大学在学中で、野球をしていると記載されています。上の兄たちとともに鈴木三兄弟と野球で有名だったそうです。	2022-02-24
	12	[image: キリヌキ十二月]	キリヌキ十二月	こちらは、はとこが台湾の図書館から自炊してくれたデータ。モノクロスキャナーだったので、白黒ですが中身を確認することができます。１０冊分あります。
こちらは、１２か月の歳時記に合わせた切り紙細工が載っているもので、鈴木江南を知ったきっかけである黒岩比佐子さんが紹介されたものと同じ内容です。
秋山真澄という方が、序文を書いていますが、そのあとは切り紙の作り方の説明とともに、子ども向けの歳時記に書かれた文章が、他の冊子よりも多く、その人柄を感じられて一番好きなもので、大正４年４月に発刊されています。既に発刊されていた花の巻などで使われた切り紙も載っていて、切り口を変えたまとめのような感じになったいます。ちなみに花の他に、雪、月とあり、雪月花を切り口にまとめられています。月の巻きのデ	2022-02-24
	13	[image: 検索でわかること]	検索でわかること	江南＝志津衛の確信が持てたのは、昔の信濃教育会という書籍の検索で見つかったからです。長野県は教育熱心な土地なのでしょう。記録がしっかり残っています。こちらは、検索結果ですが、参観日について記述したもののようです。ここにはっきり在上田の鈴木江南の名前が記されています。
鈴木姓は日本でも多いため、同姓同名なのかも確信がもてていませんでしたが、さすがに上田限定だと他にいないでしょう。
他にも算術についての考察など、全文確認できるものなど、教育に関する記述があります。この文献についても、いつか機会を設けて確認したいと思います。	2022-02-24
	14	[image: 発行元とシリーズ]	発行元とシリーズ	先のサイクモノの裏表紙にある発行元、シリーズ等が記載されています。
東京教育大学の推薦図書といった宣伝文句があります。
12冊ほど発行の計画があったようです。最終の粘土、針金、木から、ヲリガミ細工に変更になったようですが、12冊と図解キリガミ12か月の13冊発行されたようです。
大正４年の２月から１１月頃にかけて、順次発行されていて、印刷した三日後ぐらいには発行となっています。
片面印刷したものを２折にして糸で２か所綴じてあります。発行部数がいくらかわかりませんが、なかなかの短納期です。中には再版、３版もあったようです。
一冊拾八銭で、送料２銭、６冊セットや１２冊セットなどで販売もしていたようです。
印刷所は神田三崎町にあった博信堂という印刷所、印刷した人の名前も書かれています。壬辰舎が	2022-02-23
	15	[image: この方が教え子でした。]	この方が教え子でした。	上田駅から山側へ上る道途中に小林正子さん、のちの女優松井須磨子さんが、住んでいた家に看板があります。
松代の生まれだそうですが、一時養女として育てられ上田尋常小学校に通っていたそうです。志津衛氏の教え子だったそうで、女優になった後、京城への公演の際には、面会の機会があったそうです。
志津衛殉職の大正７年１２月の年明けすぐ、前年１１月に亡くなった島村抱月の後を追って亡くなっています。	2022-02-22
	16	[image: 紙の書物とインターネット]	紙の書物とインターネット	キリガミ細工花の巻の中身です。今でも十分通用するクオリティで、残っている色も鮮やかです。紙がネットに取って代わられる危惧はありますが、紙の書物は、１００年以上経っても残っているのです。ネット上の情報はどうか？必要なものは残っていくのでしょうけれど、実態としてないものですね。どちらも必要に応じて必要なのでしょう。
二つがそろったので、ひ孫である私が見つけることができたのです。	2022-02-21
	17	[image: 時間とともにネット上の情報が増えていく]	時間とともにネット上の情報が増えていく	たまたま書店で見つけた切り紙細工作家の方の本に紹介されていた鈴木江南著の本を、初めてカラーで見ました。その方もどこかの古本で手に入れられたのでしょう。
そのうち、古書の売買を専門にするサイトや、個人の所蔵品の売り買いのサイトができて、運よく実物を見つけることができるようになりました。手の届かない値段でない限り入手するようにしています。
こちらは、モンガタキリヌキ花の巻、シリーズになっている冊子の１号めだと思われます。裏表紙には、三越のマークが入っていて、何色かの色紙の付録がついた紙ファイルに収められています。一冊拾八銭とあります。。
古い本がアーカイブ化されネット上で見ることができるようにもなってきました。
東京や大阪にある国会図書館もネット検索で、少年少女向けの雑誌に、記事	2022-02-21
	18	[image: 上田とのつながり]	上田とのつながり	お墓は、上田駅から歩いて２０分ばかりにある呈蓮寺さんにあります。曾祖父の代から上田を離れているので、全く縁はありませんでした。ただ本籍地が長野県にあるということぐらい。母が父と結婚する時に、京都から身上調査的なつもりで、祖母と上田に来たことがあったそうです。もう６０年ほど前のこと、関西から長野って今でも距離感ありますが、そんな時代によくもまあ！と思います。どなたかに、会ってそこのおうちの方なら大丈夫みたいな（なんの太鼓判やねん？と突っ込みたくなりますが・・・）ことを聞いて帰ってきたようです。
私が学生の頃、父が車で大事故を起こしたり、（車が丈夫だったため無傷でした）経営している印刷会社の業績が厳しくなった時期がありました。アルバイト先の方に紹介していただいた占い師の方に観て	2022-02-21
	19	[image: 自力で、ファミリーヒストリー]	自力で、ファミリーヒストリー	人物伝に、曾祖父志津衛は、上田の士族、鈴木幸蔵の次男とあります。兄は平吉さん。こちらが本家筋になります。外地で殉職して、引き揚げてきたため、志津衛の墓石は、本家の隣に置かせていただいています。そこには古いご先祖様方の墓石があり、三太夫重明、彦三郎重義、重直、六郎衛門頼母などの名前が読み取れます。これら検索して行くと、静岡あたりにつながるようなのですが、どうなのでしょう？上田にはたくさん古地図が残っていてアーカイブ化されていますね。街中にも掲示されているものがあります。どれどれと探していると、鈴木姓がいくつか見つかりました。助之進という方は娘が殿様に嫁入りされたような・・・
昨日、上田にお邪魔した際に、再度その地図を確認したところ市役所に隣接している場所に、鈴木平太左衛門とい	2022-02-21
	20	[image: 曾祖父との関係]	曾祖父との関係	人物伝にあるように、鈴木志津衛には４男２女の子供がいました。私は三男の俊三の孫にあたります。祖父が生まれた後、上田から京城（現ソウル）に渡り、日本人学校の
校長を務めていました。大正７年１２月の学校火災で、殉職しますが、その後も家族は、京城に暮らしていたようです。１９３７年生まれの父、敬之（ひろゆき）が小学校1年の時、終戦で日本に引き揚げるまでです。
聞いた話だと、京城から釜山経由で、山口県仙崎へ戻ってきたようです。その後、祖母の実家に縁のある岐阜などで過ごした後、銀行に勤めていた祖父の関係で大阪に暮らすことになりました。

写真は、子どもたちの写真です。
陽一さん・はるさん・忠雄さん・愛さん・俊三(祖父）
俊三の出生地は明治四十四年小県郡上田町二千百九十九番地となっています。	2022-02-21
	21	[image: はじめまして]	はじめまして	関西在住ですが、父方の先祖が上田出身で、本籍地とお墓が上田にあります。年１回ぐらいのペースでお墓参りのためお邪魔しています。曾祖父が人物伝５６に掲載されている、鈴木志津衛です。
個人的にいろいろ調べているところ、このサイトをみつけて登録させていただきました。
曾祖父のことで、調べて判明したこと、残しておきたいことなど、投稿していきたいと思います。もしご縁がある方がいらっしゃっれば、共有できると嬉しいです。
このサイトを開設いただきありがとうございます。

早速、曾祖父の写真を掲げてみます。
中央髭の人物です。軍人のようですが・・・	2022-02-21
	22	[image: 上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)]	上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)	『上田市史・下巻(1940)』の「社寺古墳及人物誌／人物篇」をハイパーメディア化。（長野大学「マルチメディア論」2020/2021実習で分担作成）

人物01 真田昌幸
　真田一徳斎幸隆の第三子、天文十六年生る。
人物02 真田信之
　 真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。
人物04 真田幸村
　幸村は正幸の代二子、永禄十一年生ると云う。
人物05 仙石政俊
　先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の	2021-07-21
	23	[image: 人物56 鈴木志津衛]	人物56 鈴木志津衛	父は旧上田藩士、幸蔵の次男。明治五年九月二十七日生る。


『上田市史・下巻(1940)』1269~1271頁を転載
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
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